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今回の取材は事務局の畠山さんにご協力いただきました。ありがとうございました！



佐賀県中小企業団体中央会
会長　福 　岡　 　桂

年 頭 の ご 挨 拶

　新年、明けましておめでとうございます。
　会員の皆様、関係各位には本会の運営に対しまして、温かいご支援・ご協力を賜りましたことを先ずもっ
て心より御礼申し上げます。
　昨年は、大阪・関西万博が開催され、世界中から2,500万人を上回る来場者があり、賑やかな話題と
なりました。
　また、国内経済は10月に発足した新政権への期待感などを受けた株価が過去最高値を更新、その追
い風を受けての設備投資の高まりなどの景気の良い話もありました。
　ただ、私ども中小・小規模事業者にとりましては依然として厳しい状況が続いた年でありました。長期
化するエネルギー・原材料価格の高騰・高止まり、思うように進まない価格転嫁、人手不足や人材確保難、
上昇の一途をたどる物価を上回る賃上げ要求、事業承継・事業引継ぎ問題、ＤＸ等への対応など、多く
の課題が山積しております。
　加えまして、ますます混迷化する国際情勢やトランプ関税の影響も大きなものがあります。
　このような状況下、私ども中央会では令和７年度の組織目標を「会員のために　人のために　社会の
ために　～「全国大会2028さが」の成功に向けて地域に貢献できる中央会を目指す～」と掲げ、４月に
は組織目標達成に向けてより一層の組織強化、会員組合や関係機関との連携強化を図るため、新たに「組
織強化部長」のポストを配し、皆様との関係を今一度より強固なものとすべく、皆様との関係づくりに取
り組んでまいりました。
　また、実施事業につきましては、本来の支援業務はもとより、生産性向上に資するための「ものづくり
補助金」や「省力化投資補助金」の事務局を担うなど、積極的に受託事業に取り組むことで、会員の皆
様方のお役に立てるよう推進しております。
　加えて、令和10年度に開催を計画している「全国大会2028さが」の成功に向け今年度は「全国大会準
備委員会」を、また2050年に向けて「カーボンニュートラル推進会議」を設置するなど、組織目標達成
に向けた取り組みも、着 と々進めているところです。
　今後も会員組合・組合員の皆様方とも積極的に交流の場を設けて、気軽に接する機会を増やし、さら
に皆様方の声にも耳を傾けていきたいと考えております。
　また、その声を国及び自治体に対して届けるべく、中小企業・小規模事業者への支援強化に向けた各
種要望活動を、全国中央会とともに行ってまいります。
　皆様には、引き続きご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　今年は午年。馬の力強く駆け抜ける姿から、新しい一年を勢いよく切り開く「活力」や「前進」の象徴
と言われているようでございます。
　皆様とともに、この厳しい環境を力強く乗り越える年にしたいと考えております。
　本年が、皆様方にとりまして更なる成長と発展の年となりますようご祈念申し上げ、新年のご挨拶とさ
せていただきます。
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　明けましておめでとうございます。令和８年の年頭に当たり、謹んで新年のご挨拶を申し
上げます。
　昨年は、戦後８０年の節目の年でした。中小企業・小規模事業者は、激変する経済環境の中
で多くの困難な課題を克服しながら、その時々の経済、社会環境に対応出来るよう積極果敢
に挑戦を続け、わが国経済の発展に大きな役割を果たして参りましたが、現在、新たな経営
課題が山積しております。関税の引上げをはじめとする自国中心的な政策の影響が世界経済
に大きな影響を与え、国内でもインバウンド消費額も影響を受けることに加え、依然として
物価高騰が続く中での人手不足と賃上げへの対応が急務となるなど、中小企業・小規模事業
者を取り巻く経営環境は、厳しい状況に直面しております。
　こうした中で、昨年１１月１２日に広島県広島市で開催した第７７回中小企業団体全国大会では、
関係省庁・関係機関をはじめ多数のご来賓をお迎えし、全国各地から中小企業団体の関係者約
２，１００名が参集し、

Ⅰ． 中小企業・小規模事業者等の経営環境変化対応、成長促進支援等の拡充
Ⅱ． 中小企業・小規模事業者の実態を踏まえた労働･雇用・社会保険料対策の推進
Ⅲ． 中小企業・小規模事業者の積極的な事業活動を支える環境整備

の実現に向けて、組合関係者の皆様と共に取り組んでいくことを決議しました。
　地域の人口減少に加え地域課題が多様化・複雑化していることを踏まえつつ、十分な価格
転嫁と取引適正化、物価高を上回る賃上げ、事業承継・事業引継、自然災害対策、ＤＸやＧ
Ｘの推進、新分野展開、ものづくり補助金や省力化投資補助金による生産性向上、リスキリ
ング等の「人への投資」、外国人育成就労制度・特定技能制度への対応策などの最重要事項に
ついては、中小企業組合等連携組織による知恵と力の結集により解決を図ることが必要です。
今年も中小企業と組合が我が国の力強い成長を実現する原動力であることを強く思いながら、
会員の皆様との連携を一層強化し、対応して参ります。
　結びに、丙午の年は「勢いとエネルギーに満ち、大きく飛躍・発展していく」といった意
味合いをもつ年とされています。本年が、中小企業組合と中小企業・小規模事業者の皆様の
情熱に満ちたご活動が実を結び、力強く飛躍される年となりますことを心よりご祈念申し上
げまして、新年のご挨拶といたします。
　　令和８年元旦

年頭に当たって

全国中小企業団体中央会
会　長　森　　　　　洋
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年 頭 所 感

　令和８年の新春を迎えるにあたり、所感の一端を申し述べ、年頭のご挨拶とさせていただきます。
　昨年は、個人消費の緩やかな回復やインバウンド需要は好調であった一方で、物価や賃金上昇、
金利のある世界への移行、米国の通商政策、AI・ロボティクス技術の急速な進化等、日本経済を取
り巻く環境が大きく変化した１年となりました。
　当金庫においては、２０２５年６月の政府保有株式の全部売却完了と改正商工中金法の施行により、
民営化という大きな転機を迎えることとなりました。この民営化により当金庫は「中小企業による中
小企業のための金融機関」として、そして「企業の未来を支えていく。日本を変化につよくする。」と
いうPURPOSEの実現に向けた新たなスタートラインに立ちました。
　こうした中、今後、私たちがどのような立ち位置で社会と向き合うべきか、どのような価値を創出
すべきかという観点で「商工中金グループのありたい姿」の議論を重ね、この度、長期戦略の骨子
を策定しました。その核となる概念が、中小企業を個社として捉えるのではなく、その集合体として
捉える「中小企業経済圏」です。
　中小企業と地域社会にかかわる多様なステークホルダーが集まる「中小企業経済圏の拡大・活性
化を通じて、圏の参加者の価値向上に貢献し続ける」という「商工中金グループのありたい姿」を設
定しました。当金庫は、単なる金融機関の枠を超えて「集めて・つなげて・価値を創る」プロデューサー
の役割を果たし、中小企業と地域社会にかかわる多様なステークホルダーと、ともに考え、ともに創り、
ともに変わりつづけます。
　また、中小企業経済圏の拡大に向けて「Industry（産業課題解決）・Innovation（スタートアップ支
援）・Investment（エクイティ業務や高度ファイナンス）・Traditional Banking（伝統的な銀行業務の
深化）・Turn Around（再生支援）」という５つの注力分野を設定しました。従来の枠組みにとらわ
れない柔軟でダイナミックな経営を実現するため、デジタル技術やAIを活用した経営の高度化を推進
し、業務の効率化のみならず、お客さまとの接点の質の向上と深い関係性の構築を図ってまいります。
　これらの取組みを通じて「企業の未来を支えていく。日本を変化につよくする。」というPURPOSE
の実現を目指してまいります。
　おかげさまで商工中金は本年12月に創立90周年を迎えます。この場をお借りして、ご支援いただ
いた様 な々ステークホルダーの皆さまへ感謝申し上げるとともに、引き続き皆さまから信頼され、支
持され、これまで以上にお役に立てるよう、役職員一同、全力で努力を続けてまいりますので、本
年も格別のご指導とお引き立てを賜りますようお願い申し上げます。
　年頭にあたり、皆さまのご繁栄とご健勝をお祈りいたしましてご挨拶といたします。

商工中金
代表取締役社長　グループCEO　関　根　正　裕
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R7年度 佐賀県の労働事情特 集
　中央会では、中小企業における労働事情を的確に把握し適正な労働対策を樹立することを目的として、毎年7月1日を調査時
点として全国一斉に「中小企業労働事情実態調査」を実施しています｡
　本年度も会員組合等のご協力を得て調査を実施し､ その集計結果を下記のとおり取りまとめましたので、その一部を掲載し
ます。
　なお、詳細につきましては、本会HP（https://www.aile.or.jp/research/_1761.html）に掲載しております。
　（注1:各表の数値は端数処理の関係で､ 合計が100％にならない場合があります｡）
　（注2:各表の数値で表示の都合上、0.0％となっている箇所は小数第3位に数値が入っていること、空欄の箇所はデータなし
ということを表します。）

[規模別回答状況]
規模 

全　国 

佐賀県　計 

製造業 

非製造業 

１～９人 10～29人 30～99人 100～300人

5,294

34.4%

170

46.6%

86

48.6%

84

44.7%

5,302

34.5%

118

32.3%

50

28.2%

68

36.2%

3,719

24.2%

54

14.8%

27

15.3%

27

14.4%

1,056

6.9%

23

6.3%

14

7.9%

9

4.8%

15,371

100.0%

365

100.0%

177

100.0%

188

100.0%

合計 調査対象
事業所

有効回答
事業所 回答率

[回答状況]
  

全業者 

製造業 

非製造業

629

340

289

365

177

188

58.0％

52.0％

65.0％

（上段 ： 事業所数）

（２）主要事業の今後の方針
　「現状維持」が62.4%、「強化拡大」
は30.7%、「縮小」は5.8%となって
おり「強化拡大」は前年度よりも1.1
ポイント低くなっている。

（３）経営上の障害
　最も高かったのは「光熱費・原
材料・仕入品の高騰」が56.2%（前
年度比－4.2ポイント）で、「人材
不足（質の不足）」は50.4%（前年
度比＋7.1ポイント）で最も上がり
幅が大きかった。

１．経営について
（１）１年前と比べた経営状況
　「良い」は13.2%(前年度比－
5.9ポイント)で下降し、「悪い」は
33.8%(前年度＋4.1ポイント)で悪
化した。

前年度

佐賀県

■強化拡大　■現状維持　■縮小　■廃止　■その他

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

１（２）主要事業の今後の方針（佐賀県・前年度）

31.8％ 63.6% 3.2%

30.7% 62.4% 5.8%
1.1%

1.1% 0.3%

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

前々年度

前年度

佐賀県

■良い　■変わらない　■悪い

25.5％ 49.2% 25.3%

19.1% 51.2% 29.7%

13.2% 53.0% 33.8%

１（１）経営状況（佐賀県・前年度・前々年度）

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％ 60.0％ 70.0％

■佐賀県　■佐賀県（前年度）

労働力不足（量の不足）
人材不足（質の不足）

労働力の過剰
人件費の増大

販売不振・受注の減少
製品開発力・販売力の不足
同業他社との競争激化

光熱費・原材料・仕入品の高騰
製品価格（販売価格）の下落

納期・単価等の取引条件の厳しさ
金融・資金繰り難
環境規制の強化

35.7％

39.8％

43.3％
50.4％

1.3％
1.4％

40.6％

30.3％
33.2％

8.4％
7.5％

12.9％
10,.0％

60.4％
56.2％

0.8％
1.9％

7.8％

6.6％
7.8％

3.2％
1.9％

37.1％37.1％37.1％

11.6％11.6％11.6％

１（３）経営上の障害 ( 佐賀県・前年度 )
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５．新規学卒者の採用について
（１）令和７年３月　新規学卒者の採用計画の有無
　「採用計画を行わなかった」が77.8%で最も高く、次いで「採用計画をし、実際に採用した」が11.6%、「採
用計画をしたが、採用しなかった」が10.5%となった。
　「全国」でも「採用計画を行わなかった」が72.7%で最も高かったが、「佐賀県」より5.1ポイント低く、次いで
「採用計画をし、実際に採用した」は14.1%であり、「佐賀県」より2.5ポイント高くなった。

２．原材料費、人件費アップ等に対する販売価格への転嫁状況
　　転嫁状況

　「価格の引上げ（転嫁）を実現し
た」が46.6%、「価格引上げの交渉
中」が21.6%であった。

３．従業員の労働時間について
　　週所定労働時間
　「40時間」が最も多く45.2%、次いで「38時間以下」
23.9%、「38時間超40時間未満」19.9%となっており、
法定労働時間の「40時間」以下は89%で、「全国」と
比べて2.0ポイント低くなった。

全　国

前年度

佐賀県

前年度

■10日未満　■10～15日未満　■15～20日未満　■20～25日未満　■25日以上

10.0%0.0% 20.0% 30.0% 40.0% 80.0%70.0%50.0% 60.0% 90.0% 100.0%

４. 年次有給休暇の平均付与日数（全国・佐賀県）

20.6%49.5%18.1%7.5%

50.6% 19.5%18.7%7.6%

45.1% 21.1%18.6%12.0%

46.5% 16.8%

4.4%

3.6%

3.2%

2.8%20.2%13.8%

４．従業員の有給休暇の付与日数について
　　「15～20日未満」が最も多く45.1%、次いで「20～25日未満」が21.1%、「10～15日未満」が18.6%と続
いており、平均付与日数は15.70日で前年度より0.48日増加した。

２. 原材料費、人件費等の増加による販売・受注価格への
転嫁状況 ( 佐賀県 )

0.0％ 20.0％10.0％ 40.0％30.0％ 50.0％

価格の引上げ（転嫁）に成功した

価格引上げの交渉中

これから価格引上げの交渉を行う

価格を引き下げた（またはその予定）

転嫁はしていない（価格変動の影響はない）

転嫁はできなかった

対応未定

その他

46.6％

11.2％

2.0％

4.3％

5.7％

8.3％

0.3％

21.6％

■38時間以下

■38時間超
　40時間未満

■40時間

■40時間超
　44時間以下

■その他

10.4％

0.6％

23.9％

19.9％45.2％

３．週所定労働時間（佐賀県）

採用計画をし、
実際に採用した

採用計画をしたが、
採用しなかった

採用計画を
行わなかった

14.1%

11.6%

13.2%

10.5%

72.7%

77.8%

全　国

佐賀県
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（２）令和７年３月　新規学卒者の採用充足状況
　「全国」の回答をみると、「高校卒」では「技術系」30.6%、「事務系」46.9%、「専門学校卒」では「技術系」
33.1%、「事務系」48.3%、「短大（含高専）」では「技術系」16.3%、「事務系」が31.7%、「大学卒」では「技術系」
33.5%、「事務系」が54.8%であった。全体では、「技術系」の充足率が30.5%、「事務系」が49.3%であり、「技
術系」に比べて「事務系」の充
足率が高くなっている。
　一方、「佐賀県」では、「高校卒」
の「技術系」では37.4%、「事務
系」では34.1%、「専門学校卒」
の「技術系」では43.5%、「事務
系」では62.5%、「短大（含高専）」
では「技術系」22.2%、「事務系」
25.0%、「大学卒」では「技術系」
が40.0%、「事務系」が42.9%で
あった。全体では、「技術系」の
充足率が37.7%、「事務系」が
37.3%であり、「技術系」の充足
率が高くなっているが、「合計」
の充足率は「全国」と比べて「技
術系」では7.2ポイント高く、「事
務系」で12ポイント低い結果と
なった。
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■佐賀県　■前年度
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お忙しい中、本調査にご協力いただきました皆様に感謝申し上げます。
本調査は毎年実施しております。来年度の調査も引き続きご協力くださいますようお願いいたします。

　　（２）賃金改定の内容
　賃金改定について、「引上げた」、「７月
以降引上げる予定」と回答した事業所に
対して「賃金改定の内容」についてたず
ねたところ、「佐賀県」では「定期昇給」
の割合が最も高く45.8%、次いで「基本
給の引上げ（定期昇給制度のない事業所）」
40.8%、「ベースアップ」26.4%、「諸手当
の改定」13.9%「臨時給与（夏季・年末賞
与など）の引上げ」13.4%となっている。

６．賃金改定について
　　（１）賃金改定実施状況

　賃金を「引上げた」47.2%と「７月以降引上げる予定」
15.5%を合わせて62.7%となった。
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①新規学卒者の採用充足状況（全国）

②新規学卒者の採用充足状況（佐賀県）
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諸手当の改定

６.（２）賃金改定の内容（佐賀県）

45.8%

26.4%

13.9%
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基本給の引上げ
（定期昇給制度のない事業所）

臨時給与
（夏季・年末賞与など）の引上げ

40.8%

■引上げた
■引下げた
■今年は実施しない（凍結）
■7月以降引上げる予定
■7月以降引下げる予定
■未定

27.4％

47.2％

0.3％
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６．（１）賃金改定実施状況（佐賀県）
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景況NEWS
令和7年9～10月

　中央会では、県内36業界より情報連絡員を委嘱し、毎月その業界の景況等についてご報告を頂
いております。
　ご報告頂いた令和7年9～10月分の景況は下記の傾向を示しています。
　なお、全国中央会が取りまとめている全国の調査結果をご希望の方は本会までご連絡下さい。
全国中央会ホームページ（https://www.chuokai.or.jp/index.php/category/news-keizai/）
からもご覧いただけます。

9～10月の傾向

佐賀県内中小企業36業界の景況

　今期（9-10月期）の月次景況調査結果について＜前月比＞DI（全業種）でみると、主要指標「売上高」は、9月は5.9で、
８月の▲22.9より28.8ポイント増加し、10月は15.1とさらに9.2ポイント増加した。「収益状況」は、9月は▲5.9、10月は▲3.0
と、マイナス値で推移している。「業界の景況」については、9月は0.0、10月は▲12.1と、マイナス値で推移している。
　一方、＜前年同月比＞DI（全業種）をみると、「売上高」については、9月が▲20.6、10月は▲9.1と改善傾向が見られる。「収
益状況」については、9月は▲29.4で、10月も▲15.2と、マイナス値だが若干の回復が見られる。「業界の景況」について
も、9月は▲26.5、10月は▲18.2となり、マイナス値が続いており、全体的に依然として厳しい状況が続いている。

（調査票取りまとめ：令和7年11月20日　情報連絡員総数36名：9月回答数34名、回答率94.4％、10月回答数33名、回答率91.7％）

　 =良い（DI>30%）、　 =やや良い（30%≧DI>10%)、　 =変わらない（10%≧DI>−10%)
　 =やや悪い（−10%≧DI>−30%)、　 =悪い(DI≦−30%)

前　　月　　比 前 年 同 月 比

→ → → DI 評価 → → → DI 評価
売上高

[DI]=[増加]−[減少]
29.4% 47.1% 23.5% 5.9% 20.6% 38.2% 41.2% -20.6%
30.3% 54.5% 15.2% 15.1% 18.2% 54.5% 27.3% -9.1%

在庫数量
[DI]=[減少]−[増加]

8.7% 73.9% 17.4% 8.7% 4.3% 82.7% 13.0% 8.7%
18.2% 77.3% 4.5% -13.7% 9.1% 81.8% 9.1% 0.0%

販売価格
[DI]=[上昇]−[低下]

20.6% 79.4% 0.0% 20.6% 47.1% 50.0% 2.9% 44.2%
15.2% 81.8% 3.0% 12.2% 39.4% 57.6% 3.0% 36.4%

取引条件
[DI]=[好転]−[悪化]

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 2.9% 94.2% 2.9% 0.0%
0.0% 97.0% 3.0% -3.0% 6.1% 90.9% 3.0% 3.1%

収益状況
[DI]=[好転]−[悪化]

8.8% 76.5% 14.7% -5.9% 0.0% 70.6% 29.4% -29.4%
6.1% 84.8% 9.1% -3.0% 3.0% 78.8% 18.2% -15.2%

資金繰り
[DI]=[好転]−[悪化]

2.9% 91.2% 5.9% -3.0% 0.0% 88.2% 11.8% -11.8%
0.0% 93.9% 6.1% -6.1% 3.0% 84.9% 12.1% -9.1%

設備操業度
[DI]=[上昇]−[低下]

21.4% 78.6% 0.0% 21.4% 7.1% 78.6% 14.3% -7.2%
7.7% 84.6% 7.7% 0.0% 7.7% 84.6% 7.7% 0.0%

雇用人員
[DI]=[増加]−[減少]

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 91.2% 8.8% -8.8%
0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 3.0% 84.9% 12.1% -9.1%

業界の景況
[DI]=[好転]−[悪化]

8.8% 82.4% 8.8% 0.0% 0.0% 73.5% 26.5% -26.5%
0.0% 87.9% 12.1% -12.1% 0.0% 81.8% 18.2% -18.2%

●DI［景気動向指数］値（全業種）� 上段が9月分、下段が10月分

8



　　　　■��佐賀県菓子工業組合　理事長　中原正博　氏
　�　全体的に物価高や節約志向の影響があるので、商品の選
別、買う数量の低下などの傾向が出ている。販売価格が上
がっているので、売上、数字的には影響がまだ小さいが、菓
子の需要は弱い。原材料を含め、製造コスト、人件費、人手
不足も重なり、各事業所、製造する商品において景況感の温
度差は大きくなってきている。お彼岸等の行事菓子は、少な
くなってきているが、底堅い需要がある。販売価格への転嫁
は、市場を見ながら、少しずつ行われている。（9月）

　�　菓子の需要は、この時期としてはやや弱い感じであった
が、全体的に販売価格が上昇傾向にあるので、販売数量は減
少しているが売上的には確保できているように感じる。販売
地域によってはイベントなどがあっている佐賀駅周辺、通り
を含めた地域はある程度好調に推移した。

　�　現在の菓子の需要は各事業所が製造する商品において景
況感に温度差があり、一律に堅調であると言うことではな
い。原材料関係の価格は高止まりで、雇用関係は人件費など
上昇しているが、人手不足が続いている状況は変わらない。
（10月）

■佐賀県酒造協同組合　事務局長　山﨑みち子　氏
　�　佐賀県産酒類の出荷量については、前年対比で日本酒は
107％と増加、本格焼酎は94％と減少した。輸出については、
日本酒は前年対比で63％と落ち込んだが、焼酎は300％超
えで増加している。R7年産の原料米の価格が提示されたが、
業界が想定していた以上に価格が高騰している。今期の酒造
りの原価率が跳ね上がるため、酒類の販売価格への転嫁がど
れくらいできるのか悩ましい状況が続いている。（9月）

　�　佐賀県産酒類の出荷量については、前年対比で日本酒は
107％と増加、本格焼酎は99％と若干減少した。輸出につ
いては、日本酒は前年対比117％、焼酎も276％と順調に増
加している。

　�　R7BY（酒造年度）の酒造りが始まり、原料米の購入も始
まった。想定外に高騰した価格の原料米を購入するにあた
り、購入費用に係る資金の調達、高騰した原料米を使った商

品の値上げなど、多種多様な問題に直面している状況。組合
としては県及び国に対し、酒類業界の現状を伝え、継続的な
支援等お願いしている。（10月）

■佐賀県漬物工業協同組合　理事長　広瀬忠伸　氏
　�　9月は連休もあり、秋の行楽シーズンや運動会のイメージ
があったが、夏の猛暑が続き人流にブレ－キが掛かったよう
だ。相次ぐ豪雨災害も気分に影響を与えている。世界陸上東
京大会や大阪万博等関東関西方面のイベントは盛況のよう
だが、九州地方にはマイナスに思える。さらに最低賃金の上
昇も決まり、景気の上昇には程遠いと考える。（9月）
　�　例年のことだが10月は農繁期に入り、人の動きが減少し
たようだ。中旬までは暑さが残り、天候不順とまではいかな
かったものの、不況感を抱いた。各地域の秋祭りシーズンな
のに、盛り上がりを欠いたようだ。やはり物価高がかなり響
いており、売れている商品も低価格帯である。人件費、原料
不足、原料・資材の高騰等全てにおいて改善する兆しが見え
ない状況が続いている。（10月）

■嬉野茶商工業協同組合　代表理事　坂元雄一郎　氏
　�　今年も全国茶品評会において、玉緑茶と釜炒り茶の部門で
嬉野市の生産者さんが農林水産大臣賞を受賞された。嬉野市
も産地賞を受賞し、高品質の茶が生産されているので、宣伝、
販売につなげていくよう努力していきたい。（9月）
　�　秋冬番茶の価格が高騰して売値にはまらず、仕入れが困難
な状況にある。一方でドリンク原料が不足しており、高値で
取引されている。（10月）

■諸富家具振興協同組合　副理事長　平田尚二　氏
　�　物価上昇の状況下での耐久消費財は相変わらず厳しい状
況が続いている。家具インテリア業界では、2極化の格差が
さらに広がり低価格商品への「とりあえずこれで我慢」と
いった消費傾向がみられるように感じる。逆に高所得者層
は、こだわりの消費が見受けられ、格差がどんどん開くよう
な感じがある。さらに11月から最低賃金の改定で、1000円

< 業 界 通 信 > 令和7年9月～10月

前月比ＤＩの推移（全業種）

前年同月比ＤＩの推移（全業種）

●DI〔景気動向指数〕値の推移
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を突破する。出口の見えない販売状況で多くのコストが上昇
する中、さらなる人件費の上昇を我々小規模事業所がいつま
で耐えしのげるのだろうか。価格転嫁をきちんとしても売れ
なければ、意味をなさない状況が今の業界の現状である。

　（9月）
　�　先月と同様に売上不振の状況は変わっていない。前年比の
売上減少事業所が増加した状況である。若干の救いは、前年
に比べると増加している事業所もあり、秋需要に入った感
もある。しかしながら、景況感としてはまだまだ振るわずと
いったところである。消費者の心を動かす、価格では表せな
い価値といった新しい価値軸の創造が今後のインテリア業
界に必要ではないのかとの意見もある中で、もっともっと知
恵を絞りだして、新しい価値を考え出さなければ、この状況
を乗り越えるのは厳しいと思われる。（10月）

■佐賀県印刷工業組合　理事長　真崎俊夫　氏
�　�　9月の売上・収益は前月比では増加したものの、前年比で
はともに減少した。9月は各種団体の九州大会や全国大会に
向けて広報物等で一定の特需があったが、イベント全体の請
負業者からの発注にとどまり、直接の引合いは少なかった。

　�　官公需に於いてはローカル発注、知財権、賃上げに伴う価
格転嫁への理解が一歩ずつ進んできている。全国の流れに
沿っていけるよう、今後もさらに理解を深められるように継
続していく。10月の佐賀市長、佐賀市議会議員選挙特需に
も期待したい。（9月）

　�　9月に引き続き印刷需要は低下の状況。昨年は国スポの特
需が発生していたが、今年度はそれを補うほどの受注はな
かった。佐賀市長・佐賀市議会議員選挙も行われたが大きな
特需には至らなかった。価格転嫁は一定の理解は得られてい
るものの、来年にかけて用紙、材料費の値上げのアナウンス
が来ているため更なる交渉が必要となる。また、11月から
最低賃金も上がり人件費の底上げによる価格転嫁の理解を
求める事も大きな課題だ。

　�　価格転嫁とデジタル化の加速により、印刷需要も減少し各
社の業績にも大きく影響している。（10月）

■佐賀県陶磁器工業協同組合　業務課長　山口善広　氏
　��　最低賃金上昇が決定したが、引上げ幅の大きさによる影響
を懸念している。資材高騰や価格転嫁に対する行政の支援体
制には経営への不安が和らぐ効果を実感しているという組
合員の意見があった。（9月）

　�　組合会館展示場がリニューアルオープンを迎える。観光客
用に絵付けやろくろを体験してもらうコーナーや企画展示
コーナーの増設、組合員様の交流の場の提供により、産地の
さらなる活性化に注力していきたい。（10月）

■肥前陶土工業協同組合　事務局長　一ノ瀬秀治　氏
　�　9月の陶土共同販売高は、対前年同月比120.8％、対前月
比129.5％で推移。荷動き（数量）に至っては、対前年同月
比101.9％、対前月比129.7％となった。一部の期間契約の
取引を除き、今回の陶土の価格転嫁は何とか受け入れていた
だけるように感じる。今後、各県各市町村など自治体の支援
の動きが進んでいて、陶土の需要の維持、窯業界全体の生産
体制の維持につながることを期待している。（9月）

　�　10月の陶土共同販売高は、対前年同月比106.2%、対前
月比70.6％で推移。10月の天草陶石の25％値上げに伴い、
陶土の25％以上の値上げに至ったが、数字は思ったより伸
びていない。陶土の荷動き（数量）は前年同月比△7.6％、
前月比△41.2％と9月の3割程度の駆け込み需要を差し引い
てもかなり動きは悪い印象。令和2年5月の新型コロナのロッ
クダウン時と同程度の荷動きである。生産者の高齢化、人手
不足、夏場の超高温化による労働環境の悪化、賃金の問題や
物価高騰の影響など要因は多岐にわたる。価格が上がっても
使用量が減少すれば採算が合わなくなり、さらに厳しい状況
になる。どこで落ち着くのだろうか先が見えない。（10月）

　　
■佐賀大和工業団地協同組合　事務局長　中村耕三　氏
�����　�　当団地は、金属加工、機械部品製造、総合印刷業の企業が
主であるが、売上面では、前月比が増加し、前年同月比も若
干増加傾向となった。販売価格は前年同月比で上昇の割合が
若干高かった。収益状況は不変と出たが設備操業度では、前
月比、前年同月比とも上昇傾向の企業が多かった。

　�　当団地の共同受電（19社中、17社が利用）電力使用量
合計の推移では、前年同月比が6月104％、7月97％、8月
90％と推移したが、9月は95％となり、8月に比べると減少
幅は小さくなった。なお、9月分の電力料金負担は、使用量
が前年同月比95％に下がったが、電力会社の「使用量単価」

「再エネ賦課金」の上昇から「燃料費調整額」の低下を差引し、
前年同月比99％と前年度並みとなった。（9月）
　�　売上面では、前月比が不変で、前年同月比は若干増加傾向
となった。販売価格は前月、前年同月とも変わらず。収益状
況は不変と出たが設備操業度では、前月比、前年同月比とも
上昇傾向を示し、同じく在庫数量も増加した。
　�　当団地の共同受電（19社中、17社が利用）電力使用量合
計の推移では、前年同月比が10月は96％となり、減少傾向
が続いているが、この要因は大口利用先の一部工場移転が影
響している。なお10月分の電力料金負担は、使用量が前年
同月比96％に下がり、電力会社の「使用量単価」「再エネ賦
課金」の上昇から「燃料費調整額」の低下を差引いて、前年
同月比96％となり、使用量減と同率で下がった。（10月）

■有田焼卸団地協同組合　参事　藤　雅友　氏
�　�　9月分共販高は90,550千円 、前月比119.14％。価格改
定後の上乗せ分もあり数字が上向いたようだ。上乗せ分の数
字を引けば前年並みの数字とほぼ変わらない動きとみてい
る。また、迎春向けの動きなども出てきて業務用は顕著に数
字を維持出来ているが、全体的には思ったような動きまでに
は至っていないようだ。（9月）
　�　10月分共販高は93,283千円、前月比103.01％、前年比
108.35％。昨年の10月より当組合で資金決済代行事業を取
扱い、前年対比を比較することが出来るようになった。先月
に続き価格改定後の上乗せ分で数字が上向いたようだ。秋口
に入り徐々にではあるが、動きの方も良くなってきた感はあ
る。季節的にも外出しやすくなり、小売りの売り上げの伸び
もみられるなど今後の動きに期待したい。（10月）

■佐賀青果食品協同組合　理事長　眞﨑喜隆　氏
�　�　9月に入り、残暑厳しく暑い日が続きました。青物につい
ては、発育が悪く、出荷量も少なく、青果物の出荷は高値安
定での推移となりましたが、価格にも慣れてきて少しはやり
やすくなったと思っています。せり場への出荷量が減少して
いる中、それなりに安定した月ではありましたが、利益は少
なく、厳しさは続いています。また、人件費の上昇で零細業
者の経営状態は厳しく、組合員さんの厳しい状況が続くと、
当然組合も厳しくなっていくのではと思っており、今後の課
題ではないかと思います。（9月）
　�　10月になって初旬はまだまだ暑かったが中旬からは段々
と気温も下がり、やっと秋が来たようでした。野菜もだんだ
んと出荷量も増え、価格も少し下がってきました。果物に
ついても、柿、ミカン、リンゴ等の量も増えてきて、販売し
やすい価格となってきました。しかしながら、人件費の上昇
で配達などがなかなか難しくなってきているのが現状です。
（10月）

■佐賀県石油商業組合　事務局長　森永伸一　氏
�　�　今月の県内レギュラーガソリン平均価格は172.4円/ℓで、
先月比で0.3円の微増であり、先月に引き続き9月について
も特段の動きが見られなかった。暫定税率の廃止時期が明確
になるまでは価格改定を躊躇している事業者もあるのでは
ないかと思われる。（9月）
　�　今月の県内レギュラーガソリン平均価格は172.8円/ℓで、
先月比で0.4円の微増であり、2ヶ月続けて特段に値動きは
なかった。ガソリンの暫定税率を今年の12月31日に廃止す
ることが、与野党間で合意された。廃止に向け11月13日か
ら段階的に補助額を増やし、廃止のタイミングで補助も終了
されることで価格の変動を抑える方法がとられる。現在ガソ
リンには10円の補助が出ているので、追加で15.1円の補助
が上乗せされる。軽油については10円から17.1円まで増額
される見込みである。消費者には混乱のないように制度の周
知等対応することになるだろう。（10月）

■佐賀県食肉事業協同組合　事務局長　吉田さおり　氏
　��　豚肉の価格が徐々に下がり少し安堵しているが、これから
寒くなり鳥インフルエンザの発生も懸念され、年末に向けて
牛肉・豚肉・鶏肉の供給を危惧している。ただ自然界の災難
は業界で何かしらの策が講じられるものでもなく、ただただ
見守るばかりである。（9月）

■鳥栖本通筋商店街振興組合　理事長　緒方俊之　氏
　��　10/26　ハロウィンイベントを行った。（10月）

■伊万里駅通商店街振興組合　専務理事　小林宏慈　氏
　��　過ごしやすい気温が続き明るいうちの人手も回復が見て
取れる。各種値上げが何度もあり、最近は価格改定のお知ら
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せ等を出したままの販売店はほぼないようで、価格表・値札
の差し替えのみで対応しているようだ。翌月の県民体育大会
や秋祭り（おくんち）での消費行動のきっかけ作りになれる
か。（9月）

■佐賀県自動車整備商工組合　専務理事　福島和則　氏
　�　国土交通省は9月1日から10月31日までの2ヶ月の期間を
「自動車点検整備推進強化月間」として定め、自動車ユーザー
による保守管理の徹底を強力に推進するため、全国的に展開
している。当組合も、9月6日（土）には県下一斉に「マイカー
無料点検デー」を展開しユーザーに点検入庫を促進し、また、
当日は、青年部を中心に「道の駅大和そよ風館」において一
般ユーザーを対象に愛車の無料点検を実施し、点検・整備の
必要性や重要性を説明した。また、会場ではゲストにタレン
トを迎えて、地元ラジオ（FM佐賀）で点検の模様を生放送し、
広く点検整備の必要性を伝えた。（9月）

　�　九州・沖縄地区の登録自動車と軽自動車を合わせた令和7
年度上半期（4〜9月）の新車販売台数は、前年同期比1.3％
増の26万2410台となり、2年ぶりに前年実績を上回った。
登録販売台数は、前年同期比0.7％減の14万9621台とな
り、3年ぶりに前年実績を下回り、軽自動車販売台数は、前
年同期比3.9％増の11万2789台となり、2年ぶりに前年超
えした。なお佐賀県では登録自動車が前年同期比5.2％減の
7783台、軽自動車も前年同期比3.7％減の7417台であった。
（10月）

■佐賀県クリーニング生活衛生同業組合　理事長　坂本豊美　氏
�　�・�組合員さんが廃業のため退会し、組合運営も厳しい状況。
材料の高騰の影響もあり厳しい。（9月）

　・業界の景況も厳しく、先が不安です。（10月）

■佐賀県美容業生活衛生同業組合　主任　中島千鶴　氏
�　�　材料費等のコストや人件費の上昇は今後も続いていくた
め、美容室でも随時価格やメニューを変更して売り上げを増
やす必要があるのですが、お客様との関係性が深い美容業は
価格転嫁をしにくいのが現実です。じわじわと経営を圧迫さ
れている小規模店舗は多いと思われます。（9月）

　�　物価高による影響で、セルフ美容を間に入れて来店頻度が
間延びするといった、消費者の節約志向が強くなっています。
しかし、価値のあるサービスに対しては自身への投資として
高額料金を払う傾向もあり、そういった顧客を掴めれば売り
上げを伸ばすことは出来ると思われます。一方組合員店舗は
高齢化が進んでおり、それに伴い客層も高齢化しているため、
そういったサロンでは年金の入る偶数月の売上が伸びるとの
事。（10月）

■唐津市旅館協同組合　理事長　大河内正康　氏
　�　9月は昨年同時期と比べると日本人、外国人ともに減少と
なった施設が多く、特に9月初旬は猛暑の影響もあり、非常
に客足が鈍かった。9月中旬から下旬にかけては堅調に推移
したものの、売上は前年と比較すると減少もしくは横ばいで
あった。

　�　10月、11月の予約は順調であるが、最低賃金の上昇に伴
う人件費の増加、仕入れ価格の上昇が予想され、収益は悪化
するものと懸念している。（9月）

　�　2025年10月は昨年同月比で110～120％と売上が増加し
た施設が多く、堅調に推移。暑さが一段落したことで日本人、
外国人ともに増加。11月の予約も順調である。仕入れ価格
の上昇や最低賃金改定による人件費の増加で、収益率は落ち
ている。（10月）

■佐賀県ソフトウェア協同組合　事務局長　坂井貴紀　氏
　�　業況は例年と同程度か若干減少という状況。10月でＷｉｎ
ｄｏｗｓ１０のサポートが終了することを受け、企業や自治体
の端末の入れ替え作業などが増えている。自治体は大がかり
になるので事前に準備に入っているが、人材不足は続いてお
り、前もって段取りをしていく必要がある。人材不足を補う
ため、顧客からの問い合わせ対応や作業時の調べ物などに人
工知能（AI）を活用する検討や試行を始めているところがあ
る。（9月）

　�　売り上げや収益は、例年と同程度か若干減少だった。１０
月１４日でＷｉｎｄｏｗｓ１０のサポートが終了したが、一部、
対策が完了していないところもあり、端末の入れ替えや、基
本ソフトのバージョンアップを継続して対応しているところ
もある。セキュリティ等に問題があるところは、先に対応す
るなど優先順位をつけて実施しており、大きな混乱はない。
全体的にシステムエンジニアの慢性的な不足は続いており、

各社は外注も含めて体制作りを検討している。大規模な開発
については、ベトナムなど海外での「オフショア開発」も視
野に入れて対応している。（10月）

■�佐賀県建設工業協同組合　常務理事　島内俊幸　氏
　��　令和７年８月の公共事業は、件数では、前年同月比で5.0 
％の増、前月比で15.2％の減、請負額では、前年同月比
24.7％の増、前月比35.7％の増となっている。令和７年８
月の住宅着工は、戸数では、前年同月比は25.6％の減、前
月比で2.7％の減、工事費では、前年同月比は29.7％の増、
前月比で23.2％の増となっている。（9月）
　�　令和７年９月の公共事業は、件数では、前年同月比で6.6 
％の減、前月比で26.4％の増、請負額では、前年同月比6.7％
の増、前月比17.0％の減となっている。令和７年９月の住
宅着工は、戸数では、前年同月比は31.5％の増、前月比で
54.5％の増、工事費では、前年同月比は0.7％の増、前月比
で35.9％の増となっている。（10月）

■協同組合佐賀県鉄構工業会　事務局長　大坪一徳　氏
　業　況：�前月同様に工場稼働率が60〜100％程度に減少し

ている。工事量、見積り共に少ない状況が続いてい
る。工場稼働に空きが生じており、今後も厳しい環
境である。

　動　向：�全国的に鉄骨需要の低迷が継続しており、仕事量の
確保が重要な課題となっているが、ゼネコンの指値
攻勢が強まっており、受注単価が下がっている。

　問題点：�働き方改革で残業規制が厳しくなり、また以前より
工事期のずれや遅れが増加し、生産効率が悪化して
いる。このような厳しい中でも利益が確保できる単
価で受注することが重要。（9月）

　業　況：�工場稼働率の低下、工事量、見積り共に減少してい
る。工事量も少なく、今後も厳しい状況が続くと予
想される。

　動　向：�予定していた物件の延期や中止による影響で大手工
場の稼働率が60％～70％に落ち込んでいる。先の
需要見通しとして年内は現状の厳しい需要環境が続
くとみられている。

　問題点：�受注単価は横ばいであるが、人件費、副資材や消耗
品の価格が上昇し採算面は厳しい。コスト上昇分の
価格転嫁がまだ十分できていない。（10月）

　
■佐賀県電気工事業工業組合　事務局長　山口光浩　氏
　�　仕事量はあるが、依然として担い手不足が大きな問題であ
り、将来が見えない状況である。（9月・10月）

■佐賀東部管工事協同組合　事務局長　大串哲也　氏
　�　9月期の公共工事受注高は8月期より減少しているが、上
半期の公共工事受注高は前年上半期の15％増しとなってい
る。人件費の上昇や、工事材料の値上げによる工事価格の上
昇もあると思われる。やっと気温も下がり始め、夏場の作業
効率が悪かった分を今から取り戻していく必要がある。
　（9月）
　�　10月期の公共工事受注高は、9月より増加した。令和7年
度の公共工事受注高も令和6年度受注高以上に受注できる見
込みである。組合員のほとんどで従業員の確保が一番の課題
となっている。（10月）

■佐賀県貨物自動車事業協同組合　専務理事　大江孝文　氏
　�・�9月も荷動きは良くなかった。最近全体的に荷動きが良く

なく、地場、長距離ともにスポット運賃が低下傾向にある。
　・�燃料価格は、前月比１円/ℓ程度上がっており、補助金１０

円/ℓが出ているものの、依然として高値が続いている。
ガソリンの暫定税率は廃止の方向であるが、軽油について
は不透明である。（9月）

　・�10月に入り、荷動きは多少活発に動くようになってきた。
その分スポット運賃も後半になるにつれ上昇してきたよう
に思える。

　・�燃料価格は、前月・前年比ともに１円/ℓ程度安くなって
いるが、高値であることに変わりない。軽油の暫定税率は
来年４月より廃止予定であるが、今後の原油価格や為替相
場など懸念材料もある。（10月）
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　第5回役員会、第6回役員会ともに、青
年部講習会、異業種マッチング会、第50
回通常総会及び50周年記念式典につい
て話し合いを行いました。
　講習会は、最近注目を集めているカスハ
ラへの対策について弁護士の板井京介氏
を講師として招聘し講話をいただくことと
なりました。
　異業種マッチング会については、昨年度
と同様九州経済産業局及び佐賀県からも
ご参加いただき、意見交換を行いたいと思
います。昨年度の意見交換の中で出た意
見を基に補助金が設けられた事例もあり、
生の声を政策に活かしてもらう絶好の機
会となりますので皆様ぜひご参加くださ
い。
　第50回通常総会及び50周年記念式典
については、予算やスケジュールの都合
上、同時開催とすることとなりました。
　内容等については、今後詳細を詰めて
いく予定です。
　上記３つについて、日程が決まりました
ので、今後の予定をご確認の上、ぜひご参
加いただきますようお願いいたします。

　毎年全国各地で開催される全国講習会
が今年は岩手県盛岡市にて開催されまし
た。
　当日は2部制で、第1部では嘉悦大学ビ
ジネス創造学部教授の高橋　洋一氏を講
師として迎え、「日本経済の現状と、これか
らの金融・経済政策」というテーマで、内閣
府の体制などを絡めての講話があり、第2
部では独立行政法人情報処理推進機構
（IPA）より
　「中小企業が直面するサイバー攻撃の危
機と明日からできるその対策」というテー
マで、ランサムウェア等の攻撃手法や対策
について講話がありました。どちらの講話
でも質疑が飛び交い盛会裏に終了しまし
た。
　その後は懇親会が開催され、わんこそば
の早食い競争などが催され、懇親を深める
ことができました。

【令和７年度第５回・第６回役員会】

10/28火、11/20木
佐賀市「中央会ITルーム」

【組合青年部全国講習会in岩手】

11月14日金
岩手県

○異業種マッチング会
　日程：２月４日（水）
　場所：佐賀市

○第50回通常総会・記念式典
　日程：６月１２日（金）
　場所：佐嘉神社記念館

　組合青年部で研修会や勉強会を開催
されている場合には補助が可能な場合
がございますのでお声掛けください。
　令和８年度にも計画をされている場
合にはお早めにお声掛けいただけると
幸いです。

詳細は担当にお問い合わせください。

担当：山口、古賀

（会員数：30会員　441名）

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.
11.
12.
13.
14.
15.
16.
17.
18.
19.
20.
21.
22.
23.
24.
25.
26.
27.
28.
29.
30.

佐賀青果食品（協）青年部
佐賀県自動車整備振興会  青 年 部
佐賀県菓業青年会
佐醸会
佐賀県印刷人若楠会
陶交会
（協）唐津綜合卸センター若手会
佐賀新聞販売店（協）若登会
佐賀県造園（協）青年部
佐賀県室内装飾事業（協）青年部
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今後の予定 　各青年部での活動やイベント
のお知らせ等も、これからどんど
ん紹介・発信していきますので、
お気軽にお寄せいただき是非ご
活用ください♪
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佐佐賀賀税税務務署署 確確定定申申告告会会場場ののおお知知ららせせ

メートプラザ佐賀
佐賀市兵庫北３丁目８番４０号

入場
方法

令令和和８８年年２２月月１１６６日日（（月月））～～令令和和８８年年３３月月１１６６日日（（月月））
※ 土・日曜日・祝日は休みとなります。（3/１を除く）

午午前前９９時時～～午午後後４４時時

LLIINNEEにによよるるオオンンラライインン事事前前予予約約

国国税税庁庁LLIINNEE公公式式アアカカウウンントト▼▼

※※当当日日受受付付もも行行っってておおりりまますすがが、、相相談談枠枠にに限限りりががああるるたためめ、、
相相談談枠枠がが無無くくななりり次次第第、、当当日日のの受受付付をを終終了了いいたたししまますす。。
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「伊万里鍋島焼協同組合」
組合紹介 今後のイベント

　佐賀県伊万里市大川内山の「鍋島藩窯」でつくられてきた
日本の伝統工芸品である陶磁器「鍋島焼」は、今年で350周
年を迎えました。
　350周年事業の1つとして、例年開催している「鍋島藩窯
秋祭り」をバージョンアップして11月1日（土）～11月5日
（水）の期間で行い、長年にわたり執り行われている筆供養な
どの伝統的な儀式をはじめ、開窯350周年を記念したシンポ
ジウム、伊万里・有田焼伝統産業会館リニューアルオープン
など、今年ならではのイベントも開催され、大盛況のうちに
幕を閉じました。
　シンポジウムについては組合YouTubeにて無料公開さ
れておりますので下記QRコード（右）より是非ご覧ください！

　2026年2月13日（金）～3月12日（木）の期間中、佐賀県立博物
館にて「献上の歩み展」が開催されます。
　今回は開窯350周年を記念し、これまで献上した作品、全30体
を特別に公開します。ちなみに展示台と棚はすべて諸富家具。入
場無料となっておりますので、是非会場に足を運んでいただき、
350年の伝統と文化を肌で感じてください！

　先人たちの偉業と歴史に感謝しつつ、 技術の粋を結集した鍋
島の伝統と文化を体験し、新しい伝統文化を育んでいくために、
ろくろ、絵付け、登り窯での焼成（36時間）など、それぞれの窯元
が得意の工程を分担し、すべて手作りで仕上げます。平成元年か
ら鍋島藩窯秋まつりの一環で、九州各県知事や県内の市長、全国
の名城所在の首長等に鍋島の献上（鍋島献上の儀）を行い、全部
で30体献上されてきました。
　直近では、2025年5月27日（火）に石破内閣総理大臣（当時）へ
鍋島焼の瓶子、「瑠璃焼締松柏鳳凰文瓶子」を贈呈されました。
　また、2025年9月3日（水）
～9月5日（金）には、大阪・関
西万博の佐賀県ブースに過
去の献上品12体が展示さ
れ、国内のみならず、海外の
人からも注目を集めました。

住　　所：伊万里市大川内町乙1806番地
Ｔ Ｅ Ｌ：0955-23-7293
営業時間：10:00～16:00
定 休 日：不定休

「佐賀県陶磁器工業協同組合」
組合紹介

　昭和5年3月17日地域内同業者の福利増進と相互扶助の
精神のもとに共同購入販売事業を目的として有田陶磁器工
業組合の名称で発足。昭和24年10月27日中小企業等協同
組合法により有田陶磁器工業協同組合に、昭和44年6月に
は佐賀県陶磁器工業協同組合と名称を改め、地域を佐賀県
一円として陶磁器の製造を営む業者、及びそれに関連する
事業を営む業者の福利の増進と事業の発展を支えていま
す。
　今回、一般のお客様が立ち寄りやすいよう、組合事務所に
併設するギャラリーをリニューアルされました。リニューアル
オープンに先駆け、オープニング式典が執り行われましたの
でご紹介します！

　2025年11月13日(木)
「MONO・NO・SU Ceramists’Gallery 
& Shop」という名前で、内装・外装も
大きく変わりました。ショップ名であ
る「MONO・NO・SU」は以前から「も
のづくりの巣」という意味でつけられ
ていましたが、今回からは「観光客の
拠点」という意味も込められていま
す。

　通り沿いの窓はイベント毎にテーマと日程を発信するウィ
ンドウ広告に。内装は、入口手前がイベント用スペース。奥は
50社の窯元がおすすめの商品を並べるギャラリーと観光客
も利用できる休憩スペースにリニューアル。休憩スペースに
ついては、食器棚に陳列されている「焼物（25社の窯元）」か
らお気に入りのコップを自身で選び、お飲み物をお楽しみい
ただけます。また、組合事務所側スペースも伝統工芸士が直
接指導するロクロ体験スペース（期間限定）と絵付け体験ス

ペースに生まれ変わりました。
　各種イベント、体験は「Peatix」
より事前予約が必要となります。
組合HPよりお申込みできますの
で、イベント情報含め、組合HPを
ご覧ください！

住　　所：西松浦郡有田町外尾町丙1217
Ｔ Ｅ Ｌ：0955-42-3164
営業時間：10:00～17:00（組合）
　　　　　 9:00～16:30（ショップ）
定 休 日：不定休

ＳＡＧＡのよかとこ ＳＡＧＡしてみらんね 寄ってみらんね　 ～ものづくり企業⑯～

献上の歩み展

献上とは？

外装・内装

オープニング式典
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組合活性化情報誌 　Link リンク　NO.273
令和8年１月１日発行

佐賀県中小企業団体中央会
〒840−0826　佐賀市白山2丁目1番12号

佐賀商工ビル6階
TEL.0952−23−4598   FAX.0952−29−6580

URL http://www.aile.or.jp　E−mail staff@aile.or.jp

編集後記
　熱い夏、暑い秋が過ぎ去りようやく過ごしやすくなったと思った
ら、あっという間に冬になりましたね。日が暮れるのも早くなりまし
たが、イルミネーションがキラキラと輝き、街に明るさをもたらして
くれています。
　寒い中ですが、冬ならではのさまざまなイベントもあり、思い切っ
て出かけると楽しい気分になります。皆様もＬｉｎｋの「これからの
行事・イベント」情報コーナーを参考に出かけてみてください。新
しい発見があったり、楽しい思い出が増えること間違いなしです。
　組合の各イベント情報も掲載しておりますので、是非、中央会ま
で情報提供をお願いします！（T.J）

これからの行事・イベント

　　　
【JU佐賀 中古車フェア】
　2026年2月、イオンモール佐賀大和駐車場にて中古車フェアを開催します！出品台数は150台で県内最大級の規模で
す。成約特典等もご用意しておりますので、ぜひお誘いあわせの上ご来場ください♪
日　程： 2026年2月7日（土）～11日（水・祝）
時　間：10：00～17：00
場　所：イオンモール佐賀大和駐車場（佐賀市）
主　催：佐賀県中古自動車販売商工組合（ＪＵ佐賀）TEL：0952-30-5625

【佐賀城下ひなまつり】
　佐賀藩鍋島家伝来のひな人形をはじめ、鍋島小紋や手織り佐賀錦などのおひなさま、佐賀の子供たちが作ったひな
人形などが佐賀城と城下町に並ぶ、佐賀ならではのひな祭りです。佐賀の伝統的なお菓子屋限定のお土産、伝統工芸
品作品などもございますので、ぜひ足を運んでみてください♪
日　程： 2026年2月１４日（土）～３月１５日（日）
場　所：佐賀市歴史民俗館、徴古館、佐賀城本丸歴史館 他

主　催：佐賀城下ひなまつり実行委員会TEL：0952-20-2200

※変更や中止等もございますので、詳細は各主催者にお問い合わせください。

林野火災に備えた合同訓練の実施
佐賀県生コンクリート工業組合

0952-76-2675

多久市東多久町大字別府2426-2

　平成29年に締結した災害時支援協定に基づく取り組みで、合同訓練は昨年から実
施されています。今回は今年岩手県で発生した大規模山林火災を踏まえ、林野火災
を想定した内容となりました。訓練には組合員や消防局、消防団から約60人が参加
し、補給用の水を積んだミキサー車が出動し簡易水槽へ給水などの手順を確認、さ
らに消防車両との連携やドローンによる状況確認、放水訓練なども行われました。
　国上政勝常務理事は「林野火災は一度発生すると、延焼範囲が広く、消火活動が
困難。訓練を通じて連携体制を確認し、地域防災力を高めることは重要だと認識し
ている。我々も建設業の一員として、平時、災害発生時ともにできる限りの協力を
していく。」と述べ、消防との協力が地域防災に欠かせないことを示されました。

令和７年11月16日、佐賀県生コンクリート工業組合

が地元消防機関と佐賀市金立いこいの広場で林野火災

を想定した合同訓練を実施されました。

佐賀県生コンクリート工業組合
佐賀県生コンクリート協同組合
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さが共済の“各種共済制度”

202４年７月1日以降用佐賀県火災共済協同組合
〒840-0826　佐賀市白山2丁目1-12 佐賀商工ビル6F
TEL 0952-24-6984　FAX 0952-24-6907　https://www.sagakenkasai.org/

建物が燃えた

台風で瓦が
飛んだ

土砂崩れで家が
全壊した

歩行者にけが
をさせた

他人の車に
衝突した

けがで就業
不能になった

従業員が
けがをした

事故による休業で
売り上げが減った

＊１（共同元受）佐賀県火災共済共同組合・全日本火災共済協同組合連合会　　＊２（元受団体）全日本火災共済協同組合連合会

に関する共済 事故で搭乗者
がケガをした

病気で入院した

仕事中にけが
をした

料理中にやけど
をした

近年、交通事故における賠償額は高額化しており、対人賠償では５億２，０００万円、対物賠償では２億６，０００万円を超える判決
例もあります。当組合では、これらの賠償リスクを補償する共済や、お客様自身のおけがやお車の損害を補償する共済をご用
意しておりますので、お気軽にお問合せ・ご相談ください。

　警察の統計によると、佐賀県は、人口１０万人当たりの人身交通事故発生件数が令和５年度は
全国ワースト４と依然として状況は深刻なものとなっております。
　自動車総合共済では、相手方への賠償（自動車事故により、他人にけがをさせたり、他人の
ものを壊してしまったとき）をはじめ、お客様ご自身や搭乗者の補償（自動車事故によりご契
約のお車に同乗中の方がけがをされたとき）、そしてお客様の車の損害についても補償します。

『自動車総合共済』
～自動車に関するリスクに備える～

歩行者にけがをさせた 事故でけがをした他人の車に衝突した 洪水で車が水没した

今月の
PICK UP!

今月の
PICK UP!

本文書は共済制度の概要について記載した案内文書です。詳細につきましては、組合または取扱代理所へお問い合わせください。
なお、共済金をお支払いできない場合等につきましては自動車総合共済約款、および自動車総合共済パンフレットをご覧ください。

個人・企業の
財産

に関する共済
（建物・家財・設備什器等）

◦火災共済＊1

自動車

◦自動車総合共済
◦自動車事故費用共済

＊2

病気やけが
に関する共済

◦医療総合保障共済
◦傷害総合保障共済
◦生命傷害共済
◦交通事故傷害共済

＊2

＊2

＊2

企業・経営者の備え
に関する共済

◦労働災害補償共済
◦�中小企業者�
総合賠償責任共済

◦所得補償共済
◦休業補償共済
◦休業対応応援共済

＊2

＊2


